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が
、摘
田
に
適
し
て
い
た
た
め
で
す
。

　
上
尾
市
域
で
は
、
畑
は
大
宮
台
地
上
に
、

田
は
谷
の
底
部
に
当
た
る
低
湿
地
に
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、上
尾
が
大
宮
台
地
上
に

あ
る
土
地
柄
、用
水
路
を
作
っ
て
台
地
の
上

ま
で
水
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
た
め
で
す
。そ
の
た
め
、田
植
え
を
す
る

際
に
必
要
に
な
る
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、

雨
水
や
湧
き
出
す
水
を
利
用
で
き
る
低
湿

地
で
稲
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。低
湿
地
は

地
中
の
温
度
が
低
く
、
苗
を
田
植
え
す
る

植
田
で
は
稲
が
成
長
し
づ
ら
い
環
境
で
し

た
。

　
ま
た
、
上
尾
市
域
が
畑
作
中
心
の
農
業

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

農
業
経
営
を
支
え
る
の
は
麦
な
ど
の
畑
作

物
で
し
た
。
麦
が
収
穫
さ
れ
る
５
月
下
旬

～
６
月
に
か
け
て
の
時
期
は
、農
家
に
と
っ

て
最
大
の
繁
忙
期
で
す
。植
田
に
よ
る
稲
作

で
は
こ
の
時
期
が
田
植
え
の
時
期
に
当
た

り
、作
業
が
集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。一
方
、

摘
田
の
場
合
は
５
月
上
旬
に
種
籾
を
ま
く

作
業
を
行
う
た
め
、
麦
の
収
穫
と
稲
作
の

労
働
時
期
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
昭
和
20
年
代
末
～
30
年
代
に
は
、摘
田
は

　
そ
も
そ
も
摘
田
と
は
何
か
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
稲
の
栽
培
法
と
し
て
、一
般
的
に
は

苗
を
作
り
田
植
え
を
す
る｢

植
田｣

が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、｢

摘
田｣

は
種た

ね
も
み籾（
稲
の

種
子
）を
直
接
田
に
ま
く
栽
培
の
稲
作
で
す
。

作
業
に
合
わ
せ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
農
具
を
使

用
し
ま
す
。

　
摘
田
は
関
東
地
方
の
大
宮
台
地
、武
蔵
野

台
地
、
相
模
野
台
地
、三
重
県
鈴
鹿
地
方
、

南
九
州
地
方
な
ど
、全
国
的
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。中
で
も
上
尾
市
域
を
含
む
大
宮
台

地
で
は
昭
和
30
～
40
年
代
の
遅
い
時
期
ま
で

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
上
尾
市
域
で
は
農
業
が
主
産
業

で
、農
地
の
約
８
割
が
主
に
麦
や
サ
ツ
マ
イ

モ
を
栽
培
す
る
畑
作
地
帯
で
し
た
。農
地
の

２
割
ほ
ど
を
占
め
て
い
た
田
で
は
、古
く
か

ら
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
ほ

と
ん
ど
全
て
が
摘
田
で
し
た
。終
戦
直
後
ま

で
、市
内
に
は
田
植
え
を
知
ら
な
い
農
家
が

い
る
ほ
ど
、摘
田
が
浸
透
し
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
摘
田
が
浸
透
し
て
い
た
理
由

は
、
上
尾
市
域
の
土
地
や
水
な
ど
の
環
境

摘
田
の
歴
史
の
終し

ゅ
う

焉え
ん

田
植
え
を
し
な
い
稲
作「
摘
田
」

摘
田
は
上
尾
の

土
地
柄
に
合
っ
て
い
た

　
3
月
2
日
、上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具
が
文
化
財
と
し
て
の
高

い
価
値
が
認
め
ら
れ
、保
存
・
活
用
の
た
め
国
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
れ
ら
の
農
具
は
、ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。上
尾
の
先
人
た
ち
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
、そ
の
苦
労
・
工
夫
に
迫
り
ま
す
。

ノタクリでスジツケ　種
たねもみ

籾をまくための筋を引く「スジツケ」という作業。「曲
がり八石、くねって九石、まっすぐ引けば十石」といわれ、まっすぐ引くほど
多く収穫できる。

ハイブルイで種作り　田摘みする種籾
を灰でくるむ際に水を掛け、大きな灰を
除去するために使う。

マンノウで田作り　田の土を掘って塊を
砕き、平らにならして種籾をまくことがで
きるようにする。

一
いっ

斗
と

五
ご

升
しょう

ザルで田摘み　種籾をまく「田摘み」で必ず使う一斗五升ザルは、左
手で抱えるようにザルを持ち、右手の主に親指・人差し指・中指の３本の指で
種籾を摘まみ、ノタクリでつけた筋の中に、軽く投げ落とすようにして行う。

語
り
継
ぐ
、上
尾
の
摘つ

み

田た
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急
速
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、昭
和
40
年
代
後

半
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
ま
し
た
。代
わ
り
に
導

入
さ
れ
た
の
は
植
田
に
よ
る
稲
作
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
土
地
改
良
・
農
業
技
術

の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、田
に
井
戸
を
掘
り
、

品
種
改
良
さ
れ
た
稲
を
井
戸
水
で
栽
培
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、時
代
と
共
に
需
要
が
少
な

く
な
っ
た
麦
の
栽
培
が
減
少
し
、麦
の
収
穫

で
忙
し
か
っ
た
５
月
下
旬
～
6
月
に
か
け

て
田
植
え
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
さ
ら
に
首
都
圏
の
50
㌔
㍍
圏
内
に
位
置

す
る
た
め
土
地
の
利
用
価
値
が
高
ま
り
、

農
業
以
外
の
付
加
価
値
が
出
て
き
た
こ
と

も
摘
田
の
終
焉
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。市

内
に
広
が
っ
て
い
た
田
畑
は
真
っ
先
に
土

地
開
発
の
標
的
と
な
り
、
上
尾
は
都
市
化

が
進
み
ま
し
た
。

　　
今
回
登
録
さ
れ
た
農
具
は
、
昭
和
40
年

頃
ま
で
市
内
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。上
尾
は
比
較
的
遅
く
ま
で
摘
田
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、用
具
の
残
存
度

が
高
く
、農
業
の
基
盤
で
あ
っ
た
畑
作
の
用

具
と
共
に
ま
と
ま
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
ま

す
。農
具
の
内
訳
は
、摘
田
用
具
309
点
と
畑

作
用
具
212
点
の
計
521
点
で
す
。

　

特
に
摘
田
用
具
は
、
田
を
起
こ
す
田
作

り
か
ら
、
種
ま
き
、
除
草
、
収
穫
ま
で
体
系

的
に
農
具
一
式
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
全
国

で
も
珍
し
く
、農
業
の
移
り
変
わ
り
を
伝
え

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
は
、
全
国
で

42
件
と
な
り
、関
東
地
方
で
５
件
目
、埼
玉

県
で
３
件
目
の
登
録
で
す
。

国
の
宝
に
な
っ
た

上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具

「摘田」の名前の由来
　「摘田」という名称がついた理由ははっきりと
していませんが、種籾を指で摘まんで田にまく
作業(田摘み)からという説があります。
　正徳六(1716)年の南村(大字南)の村明細帳
『武蔵国足立郡南村指出シ』の中には、｢田方ハ
不残徒

つ

ミ田ニ而弥六稲作リ申候｣とあります。
これは、「田は全て摘田で、弥六という品種の
稲を作っている｣という意味です。江戸時代に
も｢つみた｣という言葉が使われていたことが
ここからも読み取れます。

コラム

一
いっ

斗
と

五
ご

升
しょう

ザルで田摘み　種籾をまく「田摘み」で必ず使う一斗五升ザルは、左
手で抱えるようにザルを持ち、右手の主に親指・人差し指・中指の３本の指で
種籾を摘まみ、ノタクリでつけた筋の中に、軽く投げ落とすようにして行う。

田
た

舟
ぶね

で稲刈り　摘田では、稲に湿っ
た泥が付くのを防ぐため、鎌で刈っ
た稲を束ねて田舟に乗せる。

田にまいた種籾

登録された摘田用具の一部

一夫さん

智裕さん

一夫さん　

語り継がれる摘田の記憶
市制作ＤＶＤ『上尾
の摘田～直播によ
る伝統的な稲作の
記録～』に出演した
大木一夫さん（兄・
左）と智裕さん兄弟

我が家でも摘田を行っていました。田んぼごとに水
の深さが全く違い、深いところではひざ上まで足が沈むところ
もありましたね。摘田は今の稲作とは異なり、11月頃の霜が降る
ような寒い季節が収穫時期でした。田下駄（深田で稲刈時に足
が埋まらないように用いた民具）を履いたり、雨が降ったときは
ゴザを合羽代わりに着ていたりしたことを思い出します。

自分はまだ幼かったので、直接田んぼに入って作
業することはほとんどありませんでしたが、母が一斗五升ザル
を身に着けて田摘みをしていたことは記憶しています。また
｢田コスリ｣（田の表面をならして平らにする作業）など、幼いな
がらも自分にできる仕事を任されて、手伝いをしていました。
｢田井戸｣（摘田に使用する水を確保するため掘られた池）では、
ドジョウやタニシなどを採って、よく遊びました。

　今回登録された道具を見ると懐かしいですね。日
常的に使ってきた道具が、国登録有形民俗文化財になるとい
うのは不思議な気持ちです。水・天気・土地に合わせて、本当
にいろいろな道具を使っていたなとしみじみ思います。




